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快
適
な
通
行
を
実
現

向
山
橋
が
し
ゅ
ん
工

|
向
山
橋
完
成
式
典
|

　
美
山
町
向
山
地
区
に
架
か
る
新
し
い

「
向
山
橋
」
が
３
月
27
日
に
し
ゅ
ん
工

し
、
28
日
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
こ
の
橋
は
、
昭
和
34
年
に
架
け
ら
れ

た
旧
向
山
橋
の
老
朽
化
に
伴
い
架
け
替

え
た
も
の
で
、
京
都
府
の
代
行
事
業
と

し
て
総
事
業
費
13
億
円
、
５
年
の
歳
月

を
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
橋
は
全
長

２
０
０
㍍
の
片
側
一
車
線
道
路
で
、
塔

か
ら
斜
め
に
張
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
で
橋
を

つ
る
斜
張
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
。
向
山

橋
の
完
成
に
よ
り
、
快
適
な
通
行
が
実

現
し
ま
し
た
。

▲市役所に設置した災害対応型自動販売機▲宣誓をする徳見崇団員

▲ＪＲ鍼灸大学前駅に設置した災害対応型自動販売機

▲橋のしゅん工を祝いテープカットする市長ら

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
災
害
時
に
無
償
で
飲
料
を
提
供

|
近
畿
コ
カ
･
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

　
　
　
　
　と
災
害
時
協
定
を
締
結
|

　
南
丹
市
で
は
、
近
畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
（
大
阪
府
摂
津
市
）
と

「
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
の
提
供
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
、
３
月
５
日
に
結

び
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
災
害
時
に
同
社
の
物
流
拠

若
い
力
に
期
待
し
ま
す

46
人
が
新
た
に
入
団

　|
南
丹
市
消
防
団
入
退
団
式
|

　
４
月
１
日
、
市
役
所
で
南
丹
市
消
防

団
入
退
団
式
を
行
い
、
１
０
０
人
の
団

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
新
入
団
員
46
人
を
代
表
し

て
八
木
支
団
の
徳
見
崇
団
員
が
「
良
心

に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を
遂
行

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
。
最

後
に
益
田
団
長
が
「
使
命
達
成
に
向
け
、

信
頼
さ
れ
る
団
員
と
な
る
こ
と
に
期
待

し
ま
す
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
南
丹
市
消
防
団
は
団
長
を

は
じ
め
１
’
６
０
０
人
体
制
で
、
防
災

の
要
と
し
て
日
夜
活
動
し
て
い
ま
す
。

点
に
あ
る
在
庫
飲
料
の
無
償
提
供
と
、

災
害
時
に
災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
の

飲
料
の
無
償
提
供
な
ど
に
つ
い
て
協
定

を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　
災
害
時
対
応
型
自
動
販
売
機
は
、
市

内
で
は
市
役
所
と
Ｊ
Ｒ
鍼
灸
大
学
前
駅

（
日
吉
町
保
野
田
）
に
設
置
し
て
お

り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
に

は
、
市
役
所
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
購
入

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
機
内
に
あ
る
飲

料
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
機
内
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
最
大

で
６
０
０
本
が
収
納
で
き
、
大
規
模
災

害
の
発
生
時
に
は
備
蓄
飲
料
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
前
面
の
電
光
掲
示
板
に
災

害
情
報
が
流
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
避
難
場
所
を
中
心
に
設
置

個
所
を
増
や
す
予
定
で
す
。

新
工
場
建
設
の
安
全
と

地
域
の
発
展
を
願
う

　

 

|
井
筒
八
ッ
橋
本
舗

　
　
　
　新
光
悦
村
工
場
起
工
式
|

　
４
月
４
日
、
京
都
新
光
悦
村
に
進
出

す
る
５
社
目
の
企
業
と
な
る
「
株
式
会

社
井
筒
八
ッ
橋
本
舗
」
（
津
田
純
一
社

長
）
の
新
工
場
起
工
式
が
行
わ
れ
、

佐
々
木
市
長
ら
関
係
者
お
よ
そ
30
人
が

出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。

　
井
筒
八
ッ
橋
本
舗
は
京
銘
菓
と
し
て

知
ら
れ
る
「
八
ッ
橋
」
の
製
造
・
販
売

を
行
っ
て
お
ら
れ
る
企
業
で
す
。

　
新
工
場
は
今
年
11
月
末
に
完
成
予
定

で
、
主
力
商
品
の
「
八
ッ
橋
」
を
は
じ

め
と
す
る
和
菓
子
の
製
造
・
販
売
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
木
市
街
地
の
交
通
を
円
滑
に

夢
か
な
え
橋
が
し
ゅ
ん
工

　

 

|
夢
か
な
え
橋
完
成
式
典
|

　
４
月
26
日
、
八
木
町
の
国
道
４
７
７

号
か
ら
京
都
縦
貫
自
動
車
道
八
木
Ｉ
Ｃ

を
結
ぶ
西
田
大
藪
道
路
に
架
か
る
橋
り

ょ
う
「
夢
か
な
え
橋
」
の
完
成
式
典
を

行
い
、
同
日
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
橋
は
全
長
１
９
４
㍍
の
片
側
一
車
線

道
路
で
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
橋
の
名
称
は
市
立
八
木
中
学
校
３
年

生
の
竹
井
香
菜
さ
ん
が
名
付
け
た
も
の

を
採
用
し
ま
し
た
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

信
頼
あ
る
商
工
会
を
目
指
す

|
南
丹
市
商
工
会

　開
所
式
|

　
４
月
１
日
、
南
丹
市
商
工
会
開
所
式

が
八
木
町
八
木
の
南
丹
市
商
工
会
本
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
が
出
席

の
も
と
、
玄
関
前
で
銘
板
除
幕
と
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
南
丹
市
商
工
会

の
新
た
な
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
武
田
晏
和
会
長
が
「
会
員

の
満
足
度
を
高
め
、
信
頼
あ
る
商
工
会

を
目
指
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
商
工
会

は
、
地
域
の
特
徴
・
特
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
事
業
実
施
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
市
内
の
４
町
商
工
会
が
合
併
さ
れ

新
し
く
発
足
さ
れ
た
も
の
で
す
。

南
丹
市
人
権
擁
護
委
員
に
任
命

　
４
月
１
日
付
け
で
、
３
人
の
方
が
南

丹
市
人
権
擁
護
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
（
２
人
の
方
は
再
任
）
南
丹
市
で

は
17
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
養
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
を
払
い
、
も
し
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
と
き
は
そ
の
相
談
を
受
け
、
す
み
や

か
に
適
切
な
処
理
を
行
い
ま
す
。
相
談

に
つ
い
て
は
秘
密
を
守
り
、
皆
さ
ん
の

毎
日
の
生
活
の
中
の
身
近
な
こ
と
か
ら

相
談
で
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
先

市
役
所
市
民
課

　
　
☎
０
７
７
１
|
６
８
|
０
０
０
５

▲銘板が除幕され南丹市商工会がスタートしました

新　任　　　　　　   （敬称略）
藤原　良恭（美山町大野）
　　　　　☎７５－０５２５
再　任　　      （順不同・敬称略）
藤井日出夫（日吉町田原）
　　　　　☎７３－０１３３
南條　敏子（美山町鶴ケ岡）
　　　　　☎７６－０７４７
退　任　　　　　　   （敬称略）
中西　文雄（美山町上平屋）
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▲式典では参加者全員で渡り初めを行いました

▲新工場建設工事の安全を願いました

や
す
か
ず


